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伊治城が築館町城生野に擬定されてから大分長い歳月が経過 しました。

この地が既に宮城県多賀城跡調査研究所によって、発掘 調査されているのは御承知のと

おりであります。 この調査では、北の端をめぐって 幅 ■3mの土塁とその北側に幅約10m、

深さ3.5mの大溝が確認されました。また城内からは、 竪穴住居跡と共に城厨や国名な

どの墨書された須恵器や土師器、さらに瓦や円面硯 も出土 しました。

その後 しばらくの間調査は途絶えておりましたが、町教委では本年度から補助事業に

よる調査を再開しました。調査の結果は20数棟の竪穴住居跡と共に土師器、須恵器が出

土 し、かっての調査成果を再確認することができましたが、残念ながら伊治城を確定す

るまで にはいたりませんで した。

調査にあたっては県教育庁文化財保護課、多賀城跡調査研究所から種々の有益な御指

導・ 御助言を賜りましたことに心から感謝申し上げます。調査は63年度も継続実施いた

しますので、倍旧の御指導・御援助をお願い申し上げます。

築館町教育委員会 教育長 千 葉 輿 一 郎

序
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1.本書は、宮城県栗原郡築館町字城生野に所在する伊治城跡の昭和62年度発掘調査概報であ

る。

2.本書には、国庫補助事業による調査 2件、現状変更に伴 う緊急調査 4件の調査成果を収録

した。

3.調査は、築館町教育委員会が主体 となって実施 した。

4.図版の作成ならびに本文の執筆 。編集には、教育委員会主事菅原祥夫があたった。なお、

鈴木英孝、若生志津子、川原三知子、熊谷信裕、小沢留美子、門目たえ子の各氏には、本書

の作成にあたり、御協力をいただいた。

5。 地区割は、富野公民館前の任意の点を発掘基準点 として定め、 この点を原点 (0,0)と

する直角座標を組んで害Jり 出している。発掘基準線 の南北軸はN2.5° W(Nは 第X系座標

北)である。

6.遺構略号は次のとおりで、全遺構に通 し番号を付 した。

SA 柱列跡  SE 井戸       SX その他遺構

SB 建物跡  SI竪 穴住居跡 。竪穴遺構

SD溝 跡   SK 土媛

7,遺物略号は次のとおりで、各種別ごとに番号を付 した。

A 縄文土器         D 土師器 (ロ クロ使用) G 平瓦 。軒丸瓦

B 弥生土器         E 須恵器         K 石製品

C 土師器 (ロ クロ不使用) F 丸瓦・軒丸瓦      N 金属製品

M 手づ くね土器

8.遺物実測図のスクリーントーンは、土師器の黒色処理をあらわ している。

9.遺構平面図の一点鎖線は、住居貼床の分布範囲を示 している。

10.遺構内に堆積 した土層は、人為的なもの、自然堆積 したものにかかわらず「堆積土」とい

うことばで表現 した。

11 土色は「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1970)の基準 にしたがった。

12.図版 は原則 として遺構を1/60、 遺物を1/3に統一 した。
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I調 査 に い た る 経 過

伊治城は現在の宮城県栗原郡一帯を統治するため、神護景雲元年 (767)′こ設置された城柵で

ある。文献上には、これ以降延暦15年 (796)ま での約30年にわたり、しばしばその名が登場する (Ⅳ

参照)。  このなか でも伊治皆麻呂が、この城柵を舞台として宝亀11年 (780)に 起 こした反乱

は、古代東北史上あまりにも者名である。

この城柵の所在地については古 くから多 くの議論がなされてきた。なかでも本遺跡はその最 も

有力な擬定地とされ、主に文献の立場から様々な検討が加えられた。こういったなかで昭和52年

～54年 には、宮城県多賀城跡調査 研究所によるはじめての本格的な発掘調査が実施された。

この調査の結果、遺跡の北辺は土塁と大溝によって区画されていること、またその内部には 8世

紀末を中心とした時期の多数の竪穴住居跡が存在することが判明 し、さらにこれに伴 って「城厨」

と墨書された土器も出土 した。

現在では、この調査成果からみて、本遺跡が伊治城跡であることはほぼ確実とみられている。

しか しながら、城柵の中枢部ともいえる政庁跡や官衛ブロックが未検出であること、遺跡の正確

な範囲が確定 していないなど、今後解決 しなければならない多 くの問題も残されている。

ところで近年、本遺跡の所在する城生野地 LX一帯には、開発の波が急激におし寄せている。こ

のため一刻 も早 く本遺跡が伊治城跡であることを確定 し、具体的な保存対策を構ずる必要が生 じ

てきた。そこで築館町では関係諸機関の指導をあおぎ、国庫補助事業による 5ケ 年の発掘調査を

実施することに踏み切った。

本年度はこの事業の初年度である。具体的には、農道儀平線の整備事業に伴 う遺構確認調査を

2件、それに現状変更に伴 う緊急調査を 4件実施 した。その詳細については後に譲るが、本年度

の調査では、あらためてこの遺跡における竪穴住居跡の分布密度の濃さを裏付けることとなった。

年  度 町 負 担 県 負 担 国 負 担 総   額

50万 円 50万 円 1 00万 円 200万 円



Ⅱ 遺 跡 の 位 置 と 現 状

本遺跡は宮城県栗原郡築館町字城生野に所在する。この場所は多賀城跡の北約52kmの位置にあ

り、多賀城と胆沢城を結ぶほぼ中間地点にあたっている。

宮城県北部の地形をみると、中央部に北上川が流れ、その西側には奥羽山地が南北に大きくよ

こたわっている。この奥羽山地は山麓部で多数の河川によって開析され、いくつかの小丘陵に分

岐 している。本遺跡はその最 も北に発達 した築館丘陵の末端部と接する河岸段丘上に立地する。

この段丘は周囲を河川、丘陵末端部、さらに小さな谷で画され、独立 した地形をなしている。

本遺跡の範囲はこの段丘のほば全域 と推定される。その規模は、東西が約700m、 南北は南辺の位

置を唐崎地区と地蔵堂地区を画する沢のあたりと考えれば、約650m、 一迫川 と国道 4号線が接す

るあたりと考えれば、約900mと なる。上面には黄褐色の火山灰層が厚 く堆積 し、縁辺には周囲と

の比高差が約 6mほ どある段丘崖が各所で認められる。現状は、100戸 を越える住宅が点在 し、

それ以外の箇所は主に水田、畑地として利用されている。

現在残 っている遺構 としては、台地北斜面に東西にのびる空堀状の大溝があり、さらにその北

には、これに接 してはしる土塁状のゎずかな高まりがある。これらは古代において、一対となって

機能 していたことが宮城県多賀城跡調査研究所の調査 (宮多研 :1978.3)に よって確められてい

る。また地元住民の話によると、かつては台地西斜面においてもこれと同じ遺構が残 っていたら

しい。 しか しながら、開田と鹿島堰の改修のため旧地形は失われ、現在、その所在を確認するこ

とはまったくできない。

遺物の散布は台地上のほぼ全面にわたって認められる。その多 くは須恵器と土師器が占めてお

り、このなかでも須恵器の量は圧到的に多い。また、瓦の分布 も唐崎地区を中心にわずかながら

も認められる。

ところで昭和 40年代の前半に、この台

地の各所では大規模な開田工事が行われ、

その際には多量の遺物が出土 した。照明寺

の住職であった故松森明心氏は、これを精

力的に収集し、現在、町指定文化財として

一括して保管されている (築館町文化財保

護委員会 1ヽ969。 1970.3)。 広大な面積の

うちまだごくわずかの調査 しか終了してい

ない現在、遺跡全体の概要を知る上で、

1  1 1   1

第 1図 松森氏収集重圏文軒丸瓦
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これらは貴重な資料となっている。さて、それによれば、この台地一帯から出上 した遺物は、そ

のほとんどが 8世紀末を中心とした 1時期のものに集中している。このことは、過去 3ケ 年の発

掘調査 (宮多研 :1977～ 1979.3)に おいて発見された多数の住居跡が、いずれもこの 1時期にの

み集中することときわめてよく一致 している。本遺跡の存続期間を考える上で興味深いことといえよ

う。また、この松森氏収集の遺物のなかには、重圏文軒丸瓦がある (第 1図 )。 これは陸奥国分

寺の創建瓦 (741～ 761)と 同一の文様意匠である。

本遺跡の周辺には、年代的に近接する奈良・平安時代の遺跡が多い。そのいくっかは、既に圃

場整備事業、東北自動車道の建設などに伴 って発掘調査されている。これらの遺跡は、本遺跡と直

接あるいは関接的に関連すると思われるので、ここでは、その主なものについて紹介 しておきたい。

糠塚遺跡は、本遺跡の東約4.5kmの舌状台地上にある。約6000πの調査が行われ、奈良 。平安

時代の住居跡が30棟検出された。奈良時代の住居跡から出土 した土器は、宮城県北地方における

国分寺下層式の基準資料となり得るものでぁる (小井川 。手塚 :1978.3)。

山の上遺跡は、本遺跡の南約2.5klnに ある。前述の糠塚遺跡 と同じ奈良時代 (国分寺下層式期 )

の住居跡が 3棟検出された (手塚 :1980.3)。

また、本遺跡の東約 4 kmに ある大門遺跡でも、奈良時代の住居跡が 1棟、それに平安時代の住

居跡が 1棟検出されている。

御駒堂遺跡は、本遺跡の南約 2 kmに ある。調査の結果、41棟の住居跡が検出された。これらは

出土土器の検討から、 5群に大別 され、それぞれ 7世紀末ないし8世紀初め、 8世紀前半、 8世

紀後半、 9世紀初頭の年代が与えられている。この遺跡においてとくに注目されるのは、 8世紀

前半の段階において、関東系の上器が使用され、また住居構造の点においても関東地方 との関連が

認められることである。このことについては、関東地方からの人間の移住か想定されており、ま

た、その背景には政治的な意図の存在も予想されている (小井川・ 小川 :1982.3)。  栗原郡

の建郡=神護景雲元年 (767)以前において、このような事実が存在 していたことは、東北地方に

おける律令体制の浸透過程を考える上で、きわめて重要なことと言わねばならない。

また、発掘調査によるものではないが、本遺跡の東約 4rmには、開田工事の際にヘラ切 り無調整

の須恵器邦等が出上 した、狐塚遺跡がある。この遺跡は窯跡と考えられ、本遺跡に製品を供給 し

た可能性がある (金野・佐藤 :1976.3)。

跡遺の周Ⅲ
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番号 遺  跡  名 立 地 種  別 時 番号 遺  跡  名 立 地 種  別 時 代

1 尾 松 遣 跡 掛 面
包 含 地 奈良・ 平安 51 栗 原 館 跡 丘 陵 城 郎 中世

2 (森 猪城・ 稲瀬城 )

万
丘 包 含 地 平安 ? 新 山 神 社 跡 遺 跡 丘 陵 包 含 地 縄 文

3 長 楽 寺 々 跡 丘 陵 寺 院 跡 大 沢 横 穴 古 墳 群 思
面

腰
斜

二
崖 積 穴 古 塔 古墳(鶴・奈良・平安

4 片 子 沢 館 跡 包 含 地 中世
天 神 城 跡 )

丘 陵 城 館 中世 。近世

5 鋳 銭 場 跡 斜 面
鋳 銭 場 伊  治  城  跡 台 地 城 柵  跡 奈良 。平安

6 田 中 館 跡
刀
Ｆ 城 館 中世 甚 内 屋 敷 遺 跡 丘陵端 包 含 地 奈良

7 要葦坂髪残ψ 丘 臓 城 館 中 世 57 大 仏 古 墳 群
丘 陵
斜 面

円 墳 奈良・ 平安

8 龍 雲 寺 西沢 古墳 群 丘陵麓 横 穴 古 墳 古墳 (後 ) 押 切 遺 跡 包 含 地 縄文・ 弥生 (中 )

9 召七 ‰ 遺 跡 扇状地 包 含 地 縄文 (晩 )・ 弥生 原 田 遺 跡 丘 陵 集 落 跡 縄文(嘲・奈良。平安

八 幡 原 古 墳 群 斜 面
古 墳 古 墳 高 田 山 遺 跡 台 地 包 含 地 縄文

`哉
臣 盤 婉 )

丘陵端 城 館 平安 。中世 61 西 館 館 跡 丘 陵 城 館 中 世

12 金 矢 遺 跡 台 地 包 含 地 縄文 (晩 ) 西 大 寺 十 三 塚 十 三 塚 貿森巷∵豊町:

田 高 田 館 丘 陵 城 館 跡 中世 (臥 入 舘 。東 鎖 )
城 館 中世

14 柿 ノ 木 番 所 跡 番 所 跡 梨 崎 館 跡 城 館 中 世

15 烹ご野
日
目犠 ;

丘 陵 城 館 中世 姉 歯 横 穴 占 墳 群 横 穴 古 墳 古墳 (後 )

[坂 城 跡

`郷
仮戯 。

「
娠熾 )

城 館 中世・ 近代 丘 陵 城 館 平安 (後 )

17 秋 山 城 跡 城 館 中世・ 近代 67 大 梨 館 跡 城 館 中世

古 墳 古墳 鬱Э奈良・平? 刈 敷 袋 遺 跡
自 然
躍 防

包 含  地 縄 文

目 館 跡 丘 陵 暴
含

捲 弥生 (後 ) 中止 刈 敷 館 跡
然
防

城 館 中 世

妙 教 寺 遺 跡 丘陵端 包 含 地 縄 文 日 良 館 跡 台 地 城 館 中世

(営 々 岡 館 )
丘陵頂 城 館 中 世 鶴 ノ 丸 遺 跡 城 館 縄 文 (晩)～近世

く 幡 遺 跡 包 含 地 縄 文 宇 南 遺 跡 委 落
踏

臥 午 銘 跡 丘 陵 城 館 (室町 ) 御 駒 堂 追 跡 包 含 地

毘 沙 門 古 墳 辞 円 墳 古墳 (御 奈良。平安 山 ノ 上 追 跡 包 合 地 奈良

白 坂 城 跡 EE陵 城 館 中世 近 世 木 戸 遺 跡 集 落 跡 経茎(中 )・ 奈良・

構 穴 古 増 群
包 含 地 奈良 平安 鰻 沢 遺 跡 集 落  勘

ニ ノ 宮 遺 跡 包 含 地 縄 文 萩 沢 城 跡 城 勘 中世・ 近世

28 一 ノ 宮 遺 跡 包 含 地 縄文・ 弥生 (中 ) 横 須 賀 貝 塚 丘陵地 貝 塚 繰歴,路l俸、

29 本 木 遺 跡 包 含 地 縄文・ 弥生 (中 ) 木 戸 平 沢 遺 跡 台 兇 包 含 地 縄文

30 奮季ケЧ牌苦踏群 円 墳 古墳 (後 ) 奈良 照 越 台 遺 跡
顔

語

猿 飛 来 館 跡 丘陵端 城 館 中世 桝 形 遺 跡 縄 文 (晩 )

長 楽 寺 々 跡 丘 陵 寺  院 跡 玉 荻 台 遺 跡 台 剤 縄文 (中・後・晩)

中 島 遺 跡 包 含 地 平 安 卜 迫 観 音 跡 寺 院 跡 中世 (鎌倉 )

34 泉 沢 A遺 跡 台 兇 包 含 地 奈良・ 平安 西  館  館  跡 丘 陵 城 館 中世 (室町 )

長 者 原 遺 跡 丘 陵 集 落 跡 縄文(嘲・奈良・平安 台  畑  遺  跡 二
斜 里 含 録 平安

掘 切 長 根 遺 跡 包 含 地 奈良 荒 脆 館 跡 丘 陵 城 館 中世

浦 沢 遺 跡 包  含 地 奈良 姉 歯 松 古 墳 古 墳

宮 野 館 跡 丘 陵 城 館 中 世 佐 野 遺 跡 集 落 助 奈良・ 平安

西 館 遺 跡 台 兇 騒
言

瑶 弥生・ 中世 大 林 遺 跡 包 含 地 平安

青 野 遺 跡 包 含 地 奈良・ 平安 刈 敷 治 郎 遺 跡 河川敷 縄文 (晩 )・ 平安

薬 師 山 北 遺 跡 包 含 地 古墳 (前 ) 竹 ノ 内 遺 跡 台 地 縄文

築 館 城 跡 丘 陵 城 跡 中世・ 近世 92 大 門 追 跡 集 落 見 奈良・ 平安・ 中世

丹 下 館 下 遺 跡 台 ld 包 含  地 縄文

小 山 遺 跡 包 含 梵 縄文 狐 塚 追 跡 包 含 虻 奈良・平安

大 原 木 館 跡 丘 陵 晟
言

`餞

倉・ 室 mT)

46陣 場 遺 跡
斜

包 含 地 縄文 (中 ) 熊 谷 遺 跡 集 落 姓 縄文・ 古代

蛇 田 山 空 濠 跡 丘陵頂 包 合 地 縄文 。中世 浦 山 館 跡 丘 膠 中世

八 贈 土 堅 跡
土 塁 平 館 跡

分 割
城 鈍 中世 。近世

栗 原 寺 跡 遺 跡
包  含  地

奈良 平安 原 貝 塚
分  I
Fr瞬 !

貝 塚 縄文 。 (晩 )

尾 松 遺 跡
丘 鋏

包 含 地 奈良・ 平安 丘 隊 城 錐 中世 (室 町 )

第 1表 遺 跡 地 名 表



番号 遺  跡  名 立 地 種  別 時  代 番号 遺  跡  名 立 地 種 別 時   代

倉 沢 遺 跡 丘 陵 阪  ? 縄 文 山 王 館 跡 台地端
城    館 中世

鳥 見 城 跡 城 館 近 世 117 城 内 古 墳 台 地 古 墳 古墳 (後 )

3 大 久 保 遺 跡 包 含 地 奈良・ 平安 釉 井 山 館 跡
(若 IIO鯰 】 径 麗城 館 中世 。近世

城 館 中世・ 近世 9 糠 塚 追 跡 合 地 集 落 地 弥生・奈良・平安

有 賀 峯 遺 跡 集 落 跡 奈 良 平安 120 荒 町 遺 跡 包 含 地 奈良・ 平安

新 山 遺 跡 丘 陵 包 含 地 縄 文 柴 の 脇 遺 跡 早 辱 縄文助・ 奈良 。平安

7 軽 石 館 跡 城 館 中世・ 近世 八 幡 館 跡 縄 文

8 木 売 沢 遺 跡 丘陵麓 包 含 地 縄文 (前 ) 大 畑 貝 塚 台 地 員 塚 縄文 (中・ 後 )

9 (田 子 屋 館 )
丘 陵 城 餡 中世 。近世 124 蓬 田 館 跡 丘 陵 包 含  地 縄文 。中世

0 藤 貫 沢 遺 跡 包 合 地 縄文・奈良・平安 大 立 横 穴 古 墳 群 丘陵麓 横 穴 古 墳 古墳 (つ0 ,茶良

1 八 幡 遺 跡 縄文 (前・ 中 ) 夷 穴 古 墳 群 斜  面 縄文 (後 )

2
首 管 競 う 城 館 中世 127 敷 味 貝 塚 :陵鉾貝 塚 縄文 (後・ 晩 )

3 中世 有 賀 沢 遺 跡 丘陵頂 包 含 地 縄文 (晩 )

4 大 林 館 跡 中世 。近世 桜 H照 嚇

`亀
半 館 )

城 館 中世

5 福 岡 館 跡 中世・ 近世 一黒 倉 貝 塚 合 地 貝 塚

城輪柵 )

●

遺跡 。

0

第 3図 古代東北地方の主要な城柵



Ⅳ 伊治城および栗原郡に関する古代史年表

西  暦 不日    雁雪 事三己 文   献

767

768

769

780

792

796

804

837

神護景雲 1

2

宝 亀 11

延 暦 11

23

月R  禾日  4

10。 伊治城の造営なる。造営にたずさわった鎮守将軍田

中多太麻呂らに叙位、外従五位下道嶋三山は従五位上

を賜う。

12陸奥や他国の百姓で伊治・桃生に住みたいものの課

役を免ずる。

伊治・ 桃生にうつり住みたいものの課役を免ずる。

桃生 。伊治に坂東 8国の百姓を募り安置 しようとす

る。

栗原郡をお く。これはもと伊治城である。

(「続日本紀」では神護景雲元年11月 乙己条に収める

が錯簡とみ られ ここでは神護景雲 3年 6月 9日 乙己説

をとる)

浮宕の百姓 2,500人を伊治城に遷す。

上治郡大領伊治公砦麻呂は牡鹿郡の大領道嶋大楯、

按察使紀広純を伊治城で殺す。ついで多賀城にせまり

府庫の物をとり放火する。

1 斯波村の夷胆沢阿奴志己らは帰服 したいが伊治村の

仔にさまたげられて果せないでいることを訴える。

11.伊治城と玉造塞の中間に 1駅を置 く。

2.

6.

11.

11

相模・ 武蔵 。上総 。常陸 。上野・下野・ 出羽・越後

などの住民 9,000人を伊治城に遷 し置 く。

栗原郡に 3駅をおく。

3年春より百姓の妖言に奥邑の民が動揺し、栗原 。

賀美両郡の百姓多 く逃亡する。また栗原・桃生以北の

仔囚は反覆 して定まらないので援兵 1,000人を差発

して非常に備える。

続 日 本 糸己

続 日 本 紀

続 日 本 紀

続 日 本 紀

続 日 本 紀

続 日 本 紀

続 日 本 紀

類 衆 国 史

日 本 後 紀

日 本 後 紀

日 本 後 紀

続 日本後紀

190巻



西  暦 不日     暦 記 事 文  献

905

931～ 938

1062

1189

1190

延 喜 5

(着 手)

承 平 年 間

康 平 5

文 治 5

建 久 1

延喜式

○神名式 陸奥国 100座
栗原郡 7座 大 1座  表刀神社

小 6座  志波姫神社 集
神

雄鋭神社

駒形根神社 和我神社

香取御児神社

○民部式 東山道・陸奥国大国

……志太、栗原、磐井……

○兵部式 陸奥国駅馬

……玉造、栗原、磐井……各 5疋

和名類衆抄 陸奥国

栗原郡 (久利波良 )

(郷名)栗原・ 清水・仲村・会津

8.前 9年の役で源頼義軍は、栗原郡営岡に到り、清原

武則軍と合う。軍を編成 し磐井郡中山に赴 く。

8,7.文治の役で源頼朝の奥羽攻めに対 し、藤原泰衡自

身は、国分原鞭楯 (仙台市)に陣 し、その後方栗原 。

三迫・黒岩口 。一野辺には、若九郎大夫らを大将軍と

なし数兵の勇士を差 しむけた。

8.21.頼朝軍は暴風雨をついて途中栗原・三迫などの要

害による平泉方の抵抗を排 しつつ松山道より津久毛橋

に到る。

212.頼朝の征東に最後まで抵抗する大河次郎兼任 と

頼朝方の軍士、在国御家人 らとが栗原の一迫で戦う。

3.10,栗原寺に逃げのびた兼任が樵夫 らに殺害される。

延 喜 式

和名類衆抄

陸 奥 話 記

吾 妻 鏡

吾 妻 鏡

吾 妻 鏡

吾 妻 鏡
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V 発見 された遺構 と遺物

第 1次 調 査

所在地 城生野唐崎46-1

面 積  220汚

期 間 昭和62年 7月 1日 ～ 8月 12日

本年度の調査としては、当初より、農道儀平線の整備事業に伴う遺構確認調査 (第 5次調査)を予定

していた。 しかし、この農道は幅がきわめて狭いため、遺構のひろがりを面的に把握するという

点では、やや無理があった。そこで、これを補うため、農道なかほどの南側隣接地に調査区を設

定 し、本調査を実施 した。

調査前における本調査区の現状は、畑地である。この畑地は、耕作土が30clll～ 40clllの厚 さで堆積

しており、その下は直接地山となっている。そこで調査はまず重機を用いて耕作土を除去 し、そ

の後手掘 りで遺構検出を行 う方法をとった。

発見 された遺構 には竪穴住居跡 5棟 (S158～ 62)、 溝 4条 (SD63～ 66)、 井戸 1基 (SE

67)がある。このぅち古代に属すると考えられるものは、竪穴住居跡であり、その他はこれより

新 しい時期のものとみられる。

住居跡の精査は検出した 5棟 のうち、3棟について実施 した (S158・ 60・ 61)。 このなかで も

S158住 居跡は、休面の状況から火災に遭 って廃絶 したと考え られ、使用段階での土器の組成を

そのままのかたちで把えることができた。このょうな火災住居跡の検出は、本遺跡では 2例 目で

ある (宮城県多賀城跡調査研究所 :1978.3)。

S158住 居 跡

〔確認面〕 地山面で確認 した。

〔重複〕 S160、 S D 63・ 64と重複 し、これらによって一部が破壊されている 。

〔平面形 。規模〕 方形を呈する。各辺の中央部はややふ くらみをもつ。規模は、南北4.8m以

上、東西 5.4m。

〔堆積土〕 堆積土は 5層 に大別された。第 1層 はしまりがあるかたい褐色のシル トで、住居

跡の中央部に皿状に堆積 している。第 2層は壁際と住居跡中央に堆積する褐色のシルトである。
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◎

83   1ヒ
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第 5図 第 1次調査区遺構配置図
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0                          3m

層 位 層 Nc 土    色 土  冒 備 考

1層 1 褐    色(10Y R4/4) ン  グレ  ト

窮2層
2 にぶし

=髯
絶   (  ″  4/3) しまりがなくやわ らかい。均質。

a ″   (  ″ 4/3)
宿a腫 黒 褐 色 (″ 3/2) 火災によって形成された層。炭化材を多量に含んでいる。

言4擢
5 嗜 褐 色 (″ 3/3) 周溝内堆積土。

6 ″   (  ″ 3/5) カマ ド内堆積土。焼土粒を多 く含み、全体に赤味が強い。

冨5擢 7 常土督 シル ト 住居賠床上。

第 6図 S168住居跡



均質で しまりがなく、やわらかい。堆積状況からいずれも自然堆積層とみられる。第 3層は暗褐

色のシル トで彩 しい量の炭化材を含み、直接床面を覆っている。とくにこの層の下面と床面との

境からは、原形をとどめた材が折り重なった状態で多量に出土 した。本層のこういった状況から、

この住居跡は火災に遭って廃絶 したことが知 られる。また、第 4層は、 この第 3層 によって直接覆

われたカマ ド内と周溝内の堆積層である。

〔壁〕 壁は急激な角度で立ち上がる。残存壁高は30卸～40伽 ある。

〔床面〕 やや凹凸があり、北から南にむかってわずかにレベルが下がる。貼床は北辺と東辺の

一部を除き、ほぼ全面に 5伽～ 10clBの厚さで認められた。一方、この貼床が及ばない部分は岩盤

が露呈 しており、かたくしまっていた。

第 2表  S i 58住 居跡出土遺物破片集計表

種 別 部 位
器 面 調 整 唯    積    土 計

外 面 ― 内 面 1 2 3 5 6 床上 7 ω

土 師 器 添 口 縁 部 ガ  キ ー ミガキ (黒色 ) 1 1

体  部 ガ  キ ー ミガキ (黒色 ) 1

ケ ズ リ ー 不  明 1

底  部 ミ  ガ  キ ー ミガキ (黒色 ) 1

ケ ズ  リ ー ミガキ (黒色 ) 1

甕 口 縁 部 1

ヨ コ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 1 1 2

口 頸 部 3 2 5

頸  部 コ ヨ ナ デ ー ヨ ヨ ナ デ 1 1

体  部 ミ ガ キ ー
ヽ ケ メ 2 4 6

ケ ズ  リー ヘ ラ ナ デ 2 2

ケ ズ リー
ヽ ケ メ 2 1 3

,テ ー ハ ケ メ

ケ ズ リー ナ   デ 3 3

ハ ケ メ ー ハ ケ メ 7 4

ケ メ ー ナ   デ 2 2 4

ケ メ ー ヘ ラ ナ デ 2 1 3

ケ  メ ー 不   明 2 1 3

ナ   デ ー ケ ズ  リ 1 !

ナ   デ ー ハ  ケ  メ 1 7 8

ナ   デ ー ヘ ラ ナ デ 1 I

不   明 ― ハ ケ メ 3 4 7

不   明 ― ナ 6 6

不   明 一 不 明 l 7 3

底  部 ケ メ ー ハ  ケ メ 2 2

笑 歪 措―ヘ ラナ デ 2 2

染 金 檻 ― ハ ケ メ 1 1

来 葉 飛
~ヘ ラナ デ 1 1

不   明 一 不 明 I 1

蓋 回 端 部 ミ ガ キ ー ミ ガ キ 4

不 け 体 ケ  メ ー 不   明 1 1

計 (点 ) 26

須 恵 器 メ 体  部 ロ ク ロナ デ ー ロ ク ロナ デ 1 1

蓋 体  部 函誓ヘラゲズう― ロクロナデ I 1

計 (点 ) 1 1 2

総 (点 )



産 墾 塞 墓 墓 彗 笹 亘 垂 垂 基 ≦
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第 7図  S i58住居跡出土遣物 (1)
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種 別
土
構

出
遺

層 No
法   量 面 内 面

登 録 Nα

器 高 口 径 底 径 口 縁 部 体   部 底   部 口 縁 部 体   郎 底   部

費 S158 6 C-9

床 面 C-10

床 面

床 面 C - 12

C-13

指 オ チ エ

6 木 葉 痕 C - 15

(70) C - 16

C-17

第 8図 S158住居跡出土遺物 (2)



種 別
土
構

出

遺 層 位
法   量 外 面 内 面

登 録 Nd
器 高 日 径 底 径 回 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 土師黙 邪 S158 ミ ガ キ ガ  キ ミ ガ キ ミ ガ キ C - 19

2 蓋 ロクロナデ ロクロナテ E-3
3 堺 ]転ヘラ切り ロクロナデ E-4

4 上師碁 甕 木 葉 痕 ナ    デ C-20

第 9図 S158住居跡出土遺物 (3)

〔柱穴〕 計 4基検出 された。掘り方は一辺40cnほ どの方形を呈 し、柱痕は径20cmあ る。これ

らは対角線 ヒに配置されている。柱穴間の距離は、東西間で 2.7m、 南北間で 23mで ある。

〔カマ ド〕 カマ ドは北壁中央部に付設されている。燃焼部のみが検出され、煙道部は S D 64

によって破壊されていた。検出された燃焼部の規模は、幅80cal、 奥行70cmで ある。底面は前方に

大きく張り出して浅 く皿状に凹んでいる。ここには焼土の厚い堆積がみられた。

また、両側壁の先端部には、補強として土師器甕の底部が据えられている (第 8図 5・ 6)。

〔周溝〕 壁沿 いに巡 るが、 東辺はなかほどで途切れてしまう。また、これに続 く南辺でも検

出された範囲内では確認できなかった。規模は、幅30cn～ 40cm、 深さ10cm～ 25cmで ある。

断面形はU字形をなす。

なお、この周溝は、前述 したように火災によって形成された第 3層 に直接覆われていることか

ら、住居廃絶の直前には、既に埋まりきっていたことになる。

〔その他〕 カマ ド東脇の床面上に自然石が据えられている (Sl)。 大きさは30cm× 20cllあ り、

表面は赤変 してもろくなっている。おそらくカマ ドと関連する施設であろう。

また、この他にも床面上から掘 り込まれた径20cm～30cmの ピットが 2基検出された (Ps・ P6)。

これらの性格については判然としない。

〔出土遺物〕 遺物は、土師器郭 。蓋 。鉢・甕、須恵器郷、手づ くね土器が出土 した。数量的に

は土師器が圧倒的に多 く、須恵器と較べて際立った違いをみせている。

このうち住居の年代決定資料となり得るものには、床面、周溝内堆積土 (層 No 5)上面、 カマ

ド内堆積土 (層No 6)か ら出上 した23点 がある (第 7・ 8図)。 これらはいずれも火災によっ

て形成された第 3層 に直接覆われており、住居廃絶の時点において同時に存在 していたことが知

られる。とくに、カマ ド内からは、狭い範囲のなかでかなりまとまった量が出土 しており、強い



共伴関係を示している (第 7図 2～ 9・ 13、 第 8図 1・ 4・ 7～ 10)。

S159住 居 跡

地山面で確認した。調査は上面確認に留めており、未精査である。規模は南北3.3m、 東西2.Om

以上あり、方形を呈する。カマ ドは西壁の中央部に付設されている。煙道部は細長く、幅40cm、

長さ1.5mあ る。

遺構検出の段階で、内面が黒色処理さ

れた土師器蓋と手づ くね土器が、各一

第10図  S159住居跡出土遺物

点づつ出土 した (第10図 )。

S160住 居 跡

〔確認面〕 地山面で確認 した。

〔重複〕 本住居跡は、 S158住居跡の堆積土の一部を切って構築されている。一方、本住居跡

の南半部は、 S D64に よって大きく破壊されており、この重複 した部分での堆積土はほとんどが

失われていた。 しかし、住居跡南辺の堆積土については、 S D64の 壁に帯状に残っていた (第 11

図)。

〔平面形・ 規模〕 平面形は方形を呈する。規模は、南北 3.Om、 東西 2.8m。

〔堆積土〕 5層認められた。第 1層 は住居跡の中央部に皿状に堆積する黒褐色のシル トである。

第 2層 は暗褐色のシル トで、地山ブロックを比較的多 く混 じえ、壁際に堆積 している。第 3層 は、

地山ブロックをわずかに混 じえる黒褐色のシル トである。第 4層 は明黄褐色の均質なシル トで、

西壁際から床面中央に向かって倒れ込んだようにして堆積 している。 この状況からみて、壁の崩

落上ではないかと考えられる。第 5層 は黒褐色のシル トで、壁際に貼 りつ くようにして薄 く堆積

している。

〔壁〕 西壁の立ち上がりは急であるが、他は比較的ゆるやかな角度で立ち上がる。残存壁高は、

35cm～ 40むmあ る。

〔床面〕 平坦で凹凸がない。東壁周辺を除き、ほぼ全面に 5 cm～ 10cmの 厚さで員占床 されている。

種 別 朧
出 土
遺 構

層 Na
法   量 外 面 内 面

登 録 NQ

器 高 口 径 底 径 回 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底   部

I

づ
ね

手
ヽ

S159 1 指 オ サ エ 指 オ サ エ 指 オ サ エ 指 オ サ エ 指 オ サ エ 指 オ サ エ A-4

2 七師器 蓋 黒    色 霞    缶 ミ ガ キ ミ ガ キ C-21



〔柱穴〕 認められない。

〔カマ ド〕 東壁の中央やや南寄りに付設されている。 S D64に よって煙道部は完全に破壊され

ており、燃焼部の南側壁も、先端に据えられた補強の上師器甕を除き、ほとんどが失われてい猛

残存 していた北側壁は、住居壁にとりついており、規模は、幅20cm、 長さ30cmあ る。底面は浅 く

皿状に凹み、 2 cm～ 3 cmの 厚さで白色粘土が貼 られている。

〔周溝〕 認められない。

+NQ
81

P(第12図 3.

ー

P(第 12図 2) OT

十 NP
82

ゝ

ヽ

キ

、

、

４

Ｐ／

ヽ ＼

差

2 掘 色 ( 3/3) 地山ブロックを中量混 じえる。ややしまりあり。

4 月貢褐色 く ″ 7/6) 壁の崩壊土 とみ られ る。

第11図 S160住居跡



〔出土遺物〕 出土遺物には、土師器堺・甕、須恵器邦・ 高台付界 。甕がある (第 12・ 13図 )。

このぅち住居の年代決定資料 となり得るものは、第 12図 に示 した 4点である。これらに1よ 住居床

面 (3・ 4)、 カマ ド底面 (1)か ら出土 したもの、それにカマ ドの補強として用いられたもの

(2)がある。 3・ 4は床面上に重ねられた状態で出rした。

0                        10cm

種 別
土
構

豊

遺 層 Nd
法 外 面 内 面

登 録 Nα

器高 1口 径 底 径 回 縁 部 1体  部 1底  部 曰 縁 部 1体  部 1底  部

1 員恵撃 甕 底 面 |ナ    デ| E-5

2
ド
壁

マ力
側 手持ケズ リ

|ロ
クロナデ

|ロ
クロナデ D-1

3 堺 床 面 65 15 1 ガ  キ ケ ズ リ ケ ズ リ婁
ガ

也1藁
ガ

色1藁

ガ
色 C-22

4 員恵器 132 ロクロナデ gク ロナデ 引転 ヘ ラ切 り ロクロナデ|ロ クロナデlgク ロナデ E - 6

第12図  S160T■居跡出土遺物(1)



第 3表 S160T■居跡出土遺物破片集計表

種 別 部 位
器 面 調 警 堆 積 土 計

外 面 ― 内 面 1 2 3 4 5 床 : ⑬

土 師 器 邦 回縁 部 ロ ク ロ ナ デ ー  ミガキ (黒③ 1

体  部 ロ ク ロ ナ デ ー  ミガキ 頓離の 1

甕 口縁 部 ヨ ヨ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 1 1

体  部 ケ ズ リ ー ヘ ラ ナ デ 2

ケ ズ リ ー 不  明 1

ケ メ ー ハ ヶ メ 1

ケ メ ー ヘ ラ ナ デ 2 1 2

ケ  メ ー 不     明 1

ナ   デ ー
^ラ

ナ デ 1

不    明 ― ナ 2

不   明 ― ヘ ラ ナ デ 1

不  明 ― ハ ヶ メ 3

不    明 ― 不 明 6 3

麻～底雪 ケ ズ リ ー 不  明 1 1

表 誉 浩 ― ハ ケ メ 1 1

計 (点 ) 9 2 9

須恵 器 ス 日縁 部 ロ ク ロナ デ ー ロ ク ロ ナ デ 1 1 1 3

甕 体  部 平行 タタキメ ー 同心円文アテメ 1 1

平行 タタキメ ー ロ ク ロ ナ デ 1 1

計 (点 ) 3 1 1

総 計 (点

0                        10om

障 す F「
―

す 悧

NQ 種 別
土
構

出

遺 層 NtI

法 量 外 面 内 面
登 録 Nc

器 高 口 径 底 径 日 縁 部 体  部 底  部 回 縁 部 体  部 底  部

1 邪 S16( I
ロクロナデ

回転 ケ ズ リ
ロクロナデ ロクロナデ E - 7

甕 1 ロクロナデ D-2

1

デ
Ｗ

ナ
ズ

ロ
オ

ク
録

口
直 回転 ケズ リ ロクロナデ E-8

3 キ善 ケズ
"

]転ヘラ切り 回転ハケメ 回転ハケメ D-3
あ 3 ミ ガ キ ケ ズ リ ケ ズ リ 当

ガ
雹 票     御 C-23

第13図 S160T■居跡出土遺物 (2)



S161住 居 跡

〔確認面〕 地山面で確認 した。

〔重複〕 SD64溝 と重複 し、これによって南東隅が破壊されている。

〔平面形 。規模〕 ややゆがんだかたちの東西に長い長方形を呈する。規模は、南北2.6m、 東西

3.3mあ る。

〔堆積土〕 大別 して 4層 ある。第 1層 は、しまりがなくやわらかい黒掲色のシルトで 、住居跡

の中央部を中心にして皿状に堆積 している。第 2層 は黄褐色のシルトマ負住居跡の全域にわたって

堆積する。第 3層 は、東壁中央一帯 にのみ局部的に分布する、炭 と焼土を多量に混 じえる層であ

る。第 4層 は炭化物をわずかに含み、貼床上面を覆 う黒褐色のシル トである。

〔壁〕 各壁 とも急激な角度で立ち上がる。残存壁高は、20帥～25cllあ る。

〔床面〕 若干凹凸はあるが、比較的平担である。上面は汚れており、各所に形状をとどめない

木炭片が分布 していた。貼床は東辺 と南辺の一部を除き、ほぼ全面に 5帥～ 10clpの厚さで施され

ている。

〔柱穴〕 認められない。

〔カマ ド〕 確認できなかった。しかし、東壁中央付近には、焼土や炭の分布か集中 しているこ

とから、ここに付設されていた可能性がある。

第 4表 S161住居跡出土遺物破片集計表

種 別 器層 都 位
器 面 調 整 堆    積    土 計

外 面 ― 内 面 1 2 3 4 5 床 上 7 ω

土 師 器 賓 口 縁 部 ヨ コ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 2 l 3

口 頸 部 不 明 ―  不     明 1 1

体  部 ケ ズ リ ー ヘ ラ ナ デ 3 5

ケ ズ リ ー ハ ケ メ 2 2

ケ ズ リ ー 不  明 3 3

ケ  メ ー ハ  ケ  メ 1 1

ケ  メ ー 不     明 1 1

ナ    デ ー ナ    デ と 1

ナ   デ ー ヘ ラ ナ デ 2 2 4

不  明 ― ハ ケ メ 1 1

不     明 ―  ナ 2

不     明 ―  不     明 1 4

体～底苗 董 指
~ヘ ラ ナ デ 1 1

底  部 梁 蓬 指 ― ハ ケ メ 1 1

占
〔

7 ! 9 1

須 恵 器 邪 回 縁 部 ロクロナデ ー ロクロナデ 1 1

底  部 回転ヘラ切 リ ー ロ ク ロ ナ デ 1

甕 体  部 平行タタキメ ー 同心円文アテメ 1

計 (点 )

弥生土器 不明 口 縁 部 沈 線 文 ― ナ  デ 1

計 (ズミ)

手づくね 体  部 オ サ エ ー オ サ エ 1

計 (点 ) 3 l 1 1

総 計 (点



〔周溝〕 認められない。

〔出土遺物〕 遺物は全体に少なく、出土傾向にもとくにまとまりはみられない。図示可能 もの

には、土師器堺・甕、須恵器杯・高台付界がある (第 15図 )。

NP+
80

82

N口十

レ
ぬ

層 位 琶N( 土 色 土  性 備 考

P・ I擢 1 暗 褐  色 (10YR 3/3) やわらかくしまりがない。

宥2燿 2 1こぶ崚 褐色( ″  4/3 地山ブロックを多量に混 じえる

3 明 黄 褐 色 (″ 6/6)
窮3層 4 赤  褐  色 (5YR4/6 焼土を多量に含む。        〉東辺中央下帯にのみ、局部的に堆積する。

明 音 褐 色 (10YR 6/6
密4擢 6 黒  褐  色 ( ″ 2/3 枯土質 シル ト 粘性 。しまりがある。地山プロックを中量、炭化物をわずかに混 じえる。

零5層 7 明 黄 褐 色 (5YR4/5 住居貼床土。

第14図 S161住 居 跡
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種 別
土
構

出
遺 層 配

法   量 外 面 内 面
登 録 Nα

器 高 口 径 底 径 回 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 須恵挙 LTN S161 I 132 ロクロナデ ロクロナデ ヨ転ヘラ切ヒ ロクロナデ ロクロナデ E - 9

2 I
回 転 ケ ズ リ E-10

3 2 ロクロナデ E - 11

4 土師る 邸 1 ヨ コ ナ デ ケ ズ  リ ミ  ガ キ
黒    角 蛍 ガ 査 C-24

5 饗 床 面 ナ     デ ヨ ヨ ナ デ ヘ ラ ナ デ C-25

第15図  S161住居跡出土遺物

S162住 居 跡

地山面で確認 した。SD64～ 66と SE67に重複 し、これらによって一部が破壊されている。規

模は、南北4.7m、 東西3.3mあ り、南北に長い長方形を呈する。本住居跡は調査を上面確認に留め

ている。 したがって、床面や施設の詳細に

ついては判然としない。ただ し周溝は、 S

D64と重複する部分において、その一部を

確認することができた。これは、 S D64溝

の底面と本住居跡の底面とが 、ほぼ同じレ

ベルであったためである。 ここで確認できた

周溝は、幅20cm～ 30cm、 深さ4 cm～ 15calあ

り、断面形はU字形をなす。

遺物は S D64に よって破壊された断面か

ら、土師器甕、須恵器郷、平瓦が出土 した

(第 16図 )。 これらは断面から採集 したも

のであるため、層位的な点については明確

でない。

第 5表 S162住居跡出土遺物破片集計表

種 別 器種 部 位
器 面 調 整 唯積」 計

(点 )

土師器 l不 口 縁 部 gク 旱ナF_ ミガ■(黒色)

餐 口 縁 部 ヨ ヨ ナ デ ー ヨ コ ナ デ

口頸 部 写
ヨナ 零_只 号李 ξ

体  部 ガ キ ー ハ ケ メ

ミ ガ キ ー 不  明 1

ケ ズ リー ナ   デ

ケ ズ  リ ー ヘ ラ ナ デ

ケ  メ ー ハ  ケ  メ

ナ   デ ー ナ

ナ   デ ー ハ ケ メ

不   明 ― ナ

不   明 ― ハ ケ メ

不   明 ― 不   明 3

底  部 木 葉 痕 一 不   明 1

企 琴 写 ― ハ ケ メ 1

計 (点 )

須恵器 賓 体  部 ロ ク ロナ デ ー ロ ク ロ ナ デ ユ

不   明 ― 不 明 1 1

底  部 回転ヘ ラ切 リ ー  ロ ク ロ ナ デ 1 1

休  部 ケ  ズ  リ ー  ミガキ(黒色) 2 2

計 (ナ氣) 5 5

総 計 (点 )



0                        1Clcm

種 別 器層
土
構

出
遺 層 No

法   量 外 面 内 面
登 録 No

器 高 口 径 ほ 径 口 縁 部 体   部 底   部 日 縁 部 体   部 底   部

1 平  瓦 1
縄 叩 き 日 布    日 G-1

2 買恵器 邪 ロクロナデ
テ

リ

ナ

ズ
ロ

ケ
ク
録

口
同 回転ケズ リ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ E-12

3 土師器 甍 ヨ ヨ ナ デ 一部ナデツケ ケ ズ リ ヨ ヨ ナ デ ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ナ デ C-26

第16図  S i 62住居跡出土遣物

SD 63～ 66溝

本調査Xか らは 4条の溝が検出された。

りがなく全体的にやわらかい。このような

点からみて、住居跡が構築された年代から

は、かなり遅れた時期のものとみられる。

しかし、それを具体的に特定できるような

遺物の出土はなかった。

これらはいずれも住居跡を破壊 しており、埋土もしま

第 6表 SD 66溝 出土遺物破片集計表

種 別 器種 部 位
器 面 調 整 ヒ積土 計

外 面 ― 内 面 1

土師挙 饗 口 縁 部 ヨ コ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 1

計 (ズ表)

須恵器I ITN 日 縁 部 ロ ク ロ ナ デ ー ロ ク ロ ナ デ 1

計 (点 )



種 別 器種 部 位
器 面 調 整 七積■ 計

外 面 ― 内 面 I (点)

爪 口縁 部 ガ キ ー ミガキ (黒0 1

憂 頸  部 ヨ コ ナ デ ー ヨ コ ナ デ l

体  部 ケ ズ リー ハ ケ メ 2

ケ  メ ー ハ  ケ  メ 4

不   明 ― ハ ケ メ

不   明 ― 不   明

計 (点 )

頁恵番 jII 本～底部 醜籠,た革ヶれ ― ロクロナデ

猛為■子与馬
~ロ クロナデ

甕 体  部 平行タタキメ ー 同心円文アテメ

ロクロナ デ ー ロクロナデ

高 台 部 ロクロナ デ ー ロクロナデ

蓋 口端 部 ロクロナ デ ー ロクロナデ

体  部 回 転 ケ ズ リ ー ロ ク ロ ナ デ

計 (点)

総 計 (点)

第 7表 S D64溝 出土遺物破片集計表

S E 67井 戸

径1.5mを測る円形の素掘りの井戸である。S162住居跡の北東隅を破壊 している。 lmほ ど

掘り下げたところで、近世のものと思われる磁器の椀が、 1点出上した。

表 土 出 上 の 遺 物

重機による耕作土劉離の際に出土 したもの、遺構検出の段階で出上したものを、ここでは一括

して扱う。

これらはいずれも小破片で、図示できたものは2点 しかない (第18図 )。  1の上師器郷の底部

種 別 器娼
土
構

鵡
遺

層 血
法   量 外 面 内 面

登 録 Nd

器 局 口 径 底 径 口 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 須恵器 不 S D64 1
ロクロナデ ロクロナデ ヨ転ヘラ切り ロクロナテ ロクロナデ ロクロナデ E-13

2 S D66 (72)
〕転ヘラ切七 E-14

3 土師器 ユ40 ヨ ヨ ナ デ ケ ズ  リ ケ ズ リ ガ  キ ミ ガ キ ミ ガ キ C-27

第17図  S D64・ 66出土遣物



に刻 まれた線刻 は、

S158住居跡から出土

した郭 (第 7図 6)|こみ

られるものと酷似 して

いる。

癖i

|:|

No 種 別
土
構

出

遺
層 位

法 量 外 面 内 面
登 録 NQ

器 高 回 径 医 径 1口 縁 部 体   部 底 部 1口 縁 部 体   部 底   部

1 土師器 邪 表 土
|

希
ズ

塗 黒    色
C-28

2 ナ B-1

第18図 第 1次調査区表土出土遺物
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第 8表 表土出土遺物破片集計表 (第 1次調査区)



第 2次 調 査

所 在 地  城生野唐崎50-2

面  積  150π

期   間  昭和 62年 7月 14日 ～ 7月 18日

第 2次調査は農協支所の移転に伴 う緊急調査である。調査は工期 との関係から、一部第 1次調

査 と調査期間が重 った。表土除去作業には、重機を用いている。

発見された遺構 には、竪穴住居跡 5棟 (s168～ 72)、 土羨 1基 (SK73)、 その他がある。

調査の方法は、農協側との協議の結果、新築される建物の基礎部分には、地下遺構に損傷を与え

ることのないように土盛りをすることがとり決められた。そこで、保存の良い 1棟 (S168)の

みを精査 し、その他は土盛というかたちで保存することにした。

S168住 居 跡

〔確認面〕 地山面で確認 した。

〔重 複〕 この調査区の中央 には、S168・ S169。 S170の 3棟の住居跡が東西に連なっ

て重複 している。本住居跡はこのなかで最 も新 しい。

〔平面形・規模〕 方形を呈する。南北2.7m、 東西 3.lm。

〔堆積土〕 堆積土は 2層 に大別された。第 1層 は、申 堅穴内全体に堆積 した暗褐色の粘

土質シル トである。下へ行くほど地山ブロックの混 じる量が多 くなり、色調は次第に明さを増す。

第 2層 は、カマ ド内の堆積土である。

第 1層 の堆積状況から、本住居跡は人為的に埋めもどされたとも考えられるが、確証はない。

〔壁〕 比較的ゆるやかな角度で立ち上がるが、しっかりとしている。

〔床 面〕 平坦で凹凸がなく、全百が民占床されている。貼床の厚さは 7 cll～ 10帥ある。床面は

しまっている。

〔柱 穴〕 認められない。

〔カマ ド〕 東壁中央部に 2時期のヵマ ドが検出された。したがって、ここでは古いものをカマ

ドA、 新 しいものをカマ ドBと して説明する。

カマ ドA:煙道部がきわめて短かいカマ ドである。煙道部 と燃焼部の境界は、 5帥～ 8卸前後

の段で区画されているが、これは住居壁の延長線上に一致 している。なお、燃焼部の側壁は検出

されなかった。

検出された煙道部は、住居壁 と接する部分では95伽 と幅広い。 しか し、外側へ行 くにしたがっ

て除々に狭 くなり、またこれにしたがって底面 も浅 くなって行 く。そして、55cln外側へ張 り出 し
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第19図 第 2次調査区遺構配置図
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層 位 土 色 土  質 備 考

第 1層

陪楊角 (詐 記 もれ 結土管 シル ト 黄褐色 シル トを霜降 り状 に含むぅ

″  をブロック状に合ど,^    1苦 福缶シルトを合む害‖合が次第に高くなる。

3 をブロック状に含む。

4 黒褐色 (註記 もれ を霜降り状に含む。炭化物を含む。

5 暗褐色 (註記 もれ を霜降り状に含む。炭化物を含む。 4よ リプロックが細かい。

6 を プロック状 に含む。

7 をブロック状に含む。

第 2層

8 黄褐色 (註記 もれ) しまりあり。白色シル トをブロック状に含む。カマ ドの天丼部崩落土 とみ られる。

赤褐色 (註記 もれ) ン  フレ   ト 焼土。

10 暗褐色 (註記 もれ)

11 粘土質 ンル ト

第 3層 12 黄褐色 (註記 もれ; 貼床。住居鉢今面 にわた って認め られ る。

第20図 S168住居跡



たところで先端部に掘られた煙出しの

ピットにつながる。煙出しは、径30cm

～40cmの ゆがんだ円形をなす。確認面

からの深さは15cmあ り、底面は平担で

ある。

カマドB:カマドAの煙道部内壁に、

黒褐色の粘土を貼って、あらたにこれ

を再構築 したものである。粘土は主に

住居壁と接する部分を中心に貼り足さ

れており、その結果、この部分での幅

は、95clLか ら50clTに 縮少されている。

このため煙道部は当初のもの(Alに較べ、

幾分スマー トな形となっている。その

他の部分は、カマ ドAで構築されたも

のがそのまま再利用されている。

〔周溝〕 認められない。

〔出土遺物〕 床面から完形品に近い

土師器甕が 4点出土 している(第22照 )。

このなかには、ロクロを使用 したもの

が 1点 (3)あ り、ロクロ不使用のも

の (1・ 2。 4)と 共伴している。 0                        10cm

種 別 器 種
土
構

出
遺 冒Nl

法   量 外 面 内 面
登 録 Nα

器 高 国 径 底 径 口 縁 部 体   部 底   部 □ 縁 部 体   部 底   部

1 と師器 甕 2 ヨ ヨ ナ デ ケ  メ ヨ ヨ ナ デ ケ  メ C-32

2 I ヽ 葉 痕
ハ ケ メ
ヘ ラ ナ デ C-33

第21図 S168住居跡出土遺物 (1)
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種 別 器伺
土
構

出
遺

法  量 外 面 内 面
登 録 NG

器清 回宅 回 縁 部 体   部 底   部 口 縁 部 体   部 底   部

1 土師器 甕 S168 ヨ ヨ ナ デ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ ケ  メ C-29

2
ロクロナデ
ケ ズ  1, ロクロナデ D-4

3 ヨ コ ナ デ ケ  メ ヨ ヨ ナ デ
ヘ ラ ナ テ C-30

4 21 ヨ ヨ ナ デ ケ  メ ナ C-31

第22図  S168住居跡出土遺物 (2)

34・ 35



第 9表 S168住居跡出土遺物破片集計表

種 別 器種 部 位
器 面 調 整 堆 積 上

外 面 ― 内 面 1 2 3 4 5 6 9 11 床 上 9急)

土 師器 甕 口縁 部 ヨ コ ナ デ ー ヨ ヨ ナ デ 2 ユ 3

不      明 一  不 明 2

頸  部 ヨ コ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 7 7

不   明 ― ヨ コ ナ デ 1 1

体  部 ケ ズ  リ ー ヘ ラ ナ デ 2 2

ケ ズ リ ー 不  明 2 2

ケ  メ ー ヘ ラ ナ デ 4

ケ メ ー ハ ケ メ 5 5

ケ  メ ー 不      明 9

不   明 ― ヘ ラ ナ デ

不     明 ―  不 明 5 8

底  部 ケ  メ ー ヘ ラ ナ デ 1 1 2

尖 好 T― ハ ケ メ 2 3 5

不     明 ― 不 明 1 1

不 け 不  明 不      明 ― 不      明 I 1

(点 ) I

須恵器 郭 口縁 部 ロ ク ロ ナ デ ー ロ ク ロ ナ デ 〕 1 2

甕 体  部 平 行 タ タキ メ ー 不   明 , 1

平 行 タ タ キ メ ー ヘ ラ ナ デ 1 1

(点 ) 2 1 1 4

石  器 ス ク レ イ パ ー (頁 岩 ) 1 1

計 (点 ) 1 1

総 計 点 )

S160～ 72住 居 跡

いずれも未精査である。平面形はいずれも方形を呈 しているが、全体の規模 の知れるもの は、

S1691棟 しかない。重複関係は、前述 したS168と S169。 S170と の間で、 S170→ S169
→ S168の新旧関係が認められる。また、 S170と S171も きわめて近接 しており、調査区外に

おいて重複関係のある可能性が高い。なお、平面規模については、第16表に一括 して掲載 してお

いた。

出土遺物は遺構検出の段階において、S169住居跡 とS171住居跡か ら、図示可能な土器が各 1

点づつ出上 している(第 23・ 24図 )。

第10表 S170住居跡出土土器破片集計表

種 別 器種 部 位
器 面 調 整 権積土

外 面 ― 内 面 1 (点)

と師3 甕 体  部 ナ   デ ー ヘ ラ ナ デ 1 l

不   明 ― ヘ ラ ナ デ I 1

(点 ) 2 2

種 別 器種
土
構

出

遺 層 血
法   量 外 面 内 面

登 録 Nα

器 高 口 径 底 径 口 縁 部 1体  部 1底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 額恵器 蓋 確認面 ロクロナデ ロクロナデ E-16

第23図 S171住居跡出土土器



種 別 器 種 部 位
器 面 調 整 佳積土 計

外 面 ― 内 面 1 (点 )

,不 体  部 ロ ク ロナ デ ー ロ ク ロ ナ デ I 1

不    明 ― ミガキ(黒 色 ) 1 1

買恵基 甕 ロ ク ロナ デ ー ロ ク ロナ テ 1 1

不   明 ― 不   明 3 3

計 (点 ) 6

第11表 S K73出土遺物破片集計表

第24図 S169住居跡出土遺物

第12表 S169住居跡出土遺物破片集計表   第13表 S171住居跡出土遺物破片集計表

種 別 部  位
器 面 調 整 整積土 計

外 面 ― 内 面 1 (点 )

上師暑 体  部 不  明 ― ミ ガ キ 2 2

禾 明 ― ミガキ(黒色) 1 1

甕 口縁 部 ヨ ヨ ナ デ ー ヨ コ ナ デ 3 3

体  部 2 2

ケ ズ リ ー 不  明 1 1

ハ ケ メ ー ハ ケ メ 2 2

ハ ケ メ ー 不  明 1

不   明 ― ヘ ラ ナ デ

不     明 ― ハ  ケ  メ 2 2

不   明 ― 不 明 8 8

計     (点 )

買意器 体  部 ロ ク ロ ナ デ ー ロ ク ロナ デ 1 I

甕 デ ー ロク ロナ デ 1

(ズミ) 2 2

総 (点 )

種 別 部  位
器 面 調 整 陸積■

外 面 ― 内 面 (

土師器 餐 本  j4 ケ ズ  リ ー ヘ ラ ナ デ

ケ  メ ー ハ  ケ  メ

ケ  メ ー 不 明

|″ | ″ 1不   明 ― 不   明

計 (点 )

須恵器 イ 口～体 部

″ 底  部 回転ヘラ切リ ー ロ ク ロナ デ

甕 本  部 ロク ロナ デ ー ロク ロナ デ

平行タタキメ ー 同心円文アテメ

平行タタキメ ー ナ    デ

不   明 一 不 明

言十 占
ト

総 計 (点 ) 1

S K73土 土康

1.6m× o.8mの 長方形を呈する土壊である。確認面からの深さは約10cmし かなく、浅い。黒褐

色を呈する堆積土中からは、土師器と須恵器の破片がわずかに出土 した。

表 土 出 上 の 遺 物

表土禁↓離ならびに遺構検出の段階において、土師器 。須恵器 。手づくね土器が若干出土 した

(第 25図・第14表 )。

種 別 器 彊 部 位
器 面 調 整 計

外 面 ― 内 面 〔点 :

甕 体  部 不   明 ― 不 明 1

員恵号 体  部 平行タタキメ ー 同心円文アテメ 2

0～体¶ オ サ エ ー オ サ エ 1

計 (点 ) 4

種 別
土
構

出
遺 層 位

法   量 外 面 内 面

登 録 Na

器 高 回 径 底 径 回 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 買恵挙 IEX S169 確認面 ロクロナデ 」転ヘ ラ切 り ロクロナデ ロクロナデ E-15

第14表 表土出土遺物破片集計表 (第 2次調査区)



種 別 岳程
土
構

出

遺

法    量 外 面 内 面

器 高 口 径 底 径 口 縁 部 体   部 底   部 日 縁 部 1体  部 1底  部

1 土師塔 甕 ●クロナデ ロクロナデ ロクロナテ ロクロナデ D - 5

2 D - 6

3 須恵器 ]転ヘラ切ヒ ロクロナデ 8-17
4 蓋 ロクロナデ ロクロナデ E-18

杯 d転ヘラ切セ ロクロナデ E-19

甕 (92) 」転ヘラ切
ナ

E-20

第25図 第 2次調査区表土出土遺物

第 3次 調 査

所在地 城生野唐崎 46-5

面 積 2柄

期 間 昭和 62年 8月 5日

第 3次調査は、三階堂康允氏宅の便槽取 り付け工事に伴う緊急調査である。この調査区は、第

1次調査区の西に隣接 している。便槽は同氏宅の敷地内に 2ケ所設置された。発見遺溝・ 遺物は

ない。



第 4次 調 査

所在地 城生野唐崎 。大堀

面 積  1250材

期 間 昭和 62年 9月 1日 ～ 9月 14日

第 4次調査は、水道管埋設工事に伴う緊急調査である。

工事は、富野公民館から富野小学校へ通 じる道路 (総延長

250m)中央に埋設溝を掘り、ここに水道管を埋設すると

いうものであった。調査はこの埋設溝断面から、遺構を確

認 した。

発見された遺構には、竪穴住居跡 8棟 (S174～ 81)、 そ

の他がある。住居跡の分布は調査区内の全域にわたってい

る (第 29図 )。

第26図 S176住居跡出土遣物

遺物は、S175と S176の断面から図示可能な土器が出土した (第26・ 27図 )。

0                        111Cm

眸 ― 十 ~

種 別 揺層
土
構

出
遺 層 血

法   量 外 面 内 面
登 録 Nα

器 高 回 径 底 径 口 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部

1 須恵器 ETN S176 1 ロクロナテ ロクロナデ 撃解 理;
ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ E-23

種 別 撮呑
上

構

出

遺

法   賦 外 面 内 面

登 録 Nα

器 高 II径 底 径 l】 縁 部 体  部 医   部 日 縁 部 体  部 底  部

1 須恵 8 杯 S175 1
0ク ロナデ 」転ヘラ切七 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ E - 21

錘 (55)
ナ
ズ

ク
鉄

ｇ
同 E-22

第27図  S175住居跡出土遺物
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第29図 第 4次調査区発見住居跡分布図

第 5次 調 査

所在地 城生野唐崎

面 積 1080π

期 間 昭和 63年 1月 18日～ 2月 9日

第 5次調査は、農道儀平線の整備に伴 う遺構確認調査である。この儀平線は総延長が 216m、

幅が 35mで、富野公民館から国道 4号線へ通 じている。整備事業は、これを 5� に拡幅し、アス

ファル ト舗装にするというものであった。調査はこれに伴い、その路線敷について遺構確認調査

を実施 した。

発見された遺構 には、竪穴住居跡 7棟 (S182～80、 土娯 2基 (SK89・ 90)、 多数の溝、

その他がある。このぅち精査は、s186・ S K89・ S K90で実施 した。

出土遺物には、須恵器、土師器などがあり、SK90か らは骨片も出土 した。



ところで、この調査は当初62年秋に実施する予定であったが、工期の遅れの関係で、その開
―
始

時期が翌63年にずれ込んでしまった。このためまだ未整理の資料が多く、その全容を公表できる

珠階にない。したがって、成果の詳細については次年度の報告のな―かで記すことにしたい。ただ

し、住居跡の概要は第16表 にまとめておくことにする。

第 6次 調 査

所在地 域生野大堀55

面
―
積 8 0 at

期 間 昭和63年 2月 25日

第6次調査は、高橋‐次氏宅の畜舎建築に伴う緊急調査である。この場所は、.台地全体の地形か

らみて外郭の存在が予想されたがヽ発見遺構・遺物はなかった。



遺 構 の 年 代 に つ い て

本年度の調査で検出された遺構には、竪穴住居跡、土墳、井戸、溝、その他がある。ここでは、

直接伊治城 に関連すると思われる住居跡 (22棟 )の ぅち、精査を行 った 4棟 (S158。 S160。

S161・ S168)を 対象 に、 主に出土土器の検討か ら、その所属年代 を考えてみたい。

〔Si 58住居跡 〕 第 1次調査区において検出された。後述するS160に 破壊 されてお り、

火災により廃絶 している。

年代決定資料 となる土器は、23点ある (第 7・ 8図 )。 これらは、床面 、周溝内堆積土上面、

カマ ド内堆積土から出土 した。このうちカマド内から出土 した土器は、17点 あり、出土傾向には明

らかな偏 りが認められる。数量的には、土師器が圧到的に多い。

このうち土師器邦は 5点ある。これらは、外面に段のあるもの (第 7図 4・ 5)と段のないも

の (第 7図 6。 7・ 8)と があり、また、技法的には、内面 ミガキ十黒色処理、外面 ミガキが主

体的に用いられている (実河図には示さなかったが、 6と 8の外面には、わずかながらミガキの

痕跡が観察される)。

こういった特徴を備えた土器は、陸奥国分寺跡僧房西建物基壇南側の溝より出土 した土師器杯

に類例が求められる (氏家 :1961.3、 小井川・ 高橋 :1977.3)。 この溝 は、陸奥国分寺の創

建 (741～ 767)に伴 うとみられ、氏家和典氏は、この上器を基準資料 として国分寺下層式を設

定 した (氏家 :1967.3)。 そ して、その年代については、下限にややあいまいさを残 したもの

の、上限については「天平十二年 (741)を遡 ることは絶対にあり得ない」 (氏家 :1976.3)

と明確に規定 した。該土器は、その後の資料の蓄積に伴い、大きく8世紀後半の年代が与えられ

ている (桑原 :1976。 3、 小井川 。小川 :1982.3他 )。

したがって、本住居跡の年代についても、ほばこの頃の年代を与えて差 しつかえないと思われ

る。

〔S160住居跡 〕 第 1次調査区で検出された。この住居跡 は、前述 した S160を切 って構

築されている。

年代決定資料には、床面・ カマ ド底面から出上 した 3点、それにカマ ド側壁の補強に用いられ

た 1点の計 4点がある (第 12図 )。

このぅち、床面上から出土 した椀状の上師器郭 (3)は、迫町対島遺跡第 4号住居跡 (加藤 。



伊藤 :1955.3)に 類列を求めることができる。この住居跡から出上 した土器 は、一時、国分寺

下層式に後続する「対島式」の基準資料 とされた (氏家 :1961.3)。 その特徴 としては、土師

器邦の完全な平底化、内・外面に巡る段ならびに沈線の消失などがあげられる。該土器は、その

後、製作技法の再吟味が重ねられ (阿部 :1968.3、 桑原 :1976.3、 河ヽ井川 。高橋 :19773)、

現在では、国分寺下層式のな力Чこ包括されて考えられるにいたってぃる。 しか し、土師器の器形的

な変遷からみた場合、この一群の土器が同形式の最終段階に位置づけられることは、明らかであ

ろう (小井チII・ 小サll:1982.3)。

一方、カマ ド補強材 として用いられた土師器甕は、製作に際 しロクロが使用されている。

以上の点からみて、この住居跡出上の上器には、国分寺下層式の最終段階 と次型式である表杉

ノ入式相方の要素を認めることができる。 したがって住居跡の年代には、8世紀末～ 9世紀初頭

を考えておきたい。

〔S161住居跡 〕 第 1次調査区において検出された 他の住居跡との重複関係はみられない。

年代決定資料は、床面上から出土 した土師器甕 (第 15図)1点 のみである。

この甕 は体部 と口縁部 に明瞭な境をもたず、口縁部はわずかに外反 している。器面調整は、

外面が口縁部 ヨコナデ、体部 ヘラナデ、 内面が口縁部ヨコナデ、体部ナデである。類例は、調

整に若子の差異があるものの、瀬峰町大境山遺跡出土の第 4群土器 (阿部・ 赤沢 :1984.3)に

みることができる。この上器群には、 8世紀後半を中心 とした時期の年代が与えられている。

また、直接の年代決定資料とはならないが、堆積土中からも出土 した土師器郭(4)と 須恵器メ

(1)も、同時期の特徴を備えている。

資料的に弱い面は否めないが、こうしたことより、本住居跡の年代には、一応 8世紀後半を中

心とした時期を考えておきたい。

〔S168住居跡 〕

二者より新 しい。

第 2次調査区 にお いて検 出された。S169。 S170と 重複 してお り、前

年代決定資料には、大形の土師器甕 4点がある (第21図 )。 これ らは、ロクロ不使用の もの

(1・ 2・ 4)と、ロクロ使用のもの (3)と があり、両者は床面上で共伴 している。

このうちロクロ不使用の 3点に共通する日縁部下端の段は、国分寺下層式の甕にみられる特徴 と

いえる。また、 3の ロクロ技術は、表杉ノ入式の特徴である。

土師器郷を欠 くため、明確ではないが、このように本住居跡出土の土器にも、前述の S161と

同様、国分寺下層式と表杉ノ入式の要素を認めることができる。 したがって、住居跡の年代には、

8世紀末～ 9世紀初頭を考えておきたい。



以上のょうに、 4棟の住居跡には、国分寺下層式から表杉ノ入式初期の年代が与えられた。こ
註 1)

の年代観は、過去 3ケ年の調査成果 (宮多研 :1978～ 1980.3)と 一致 しており、また、これ

は文献上にみられる伊治城の存在 した期間とも一致 している。

なお、精査を行わなかった住居跡 も、遺構確認段階で出土 した遺物からみて、その所属年代は

ほばこの頃におさまる可能性が高い。

本遺跡発 見 の住 居 跡 につ いて

本遺跡からは、本年度の調査成果を合わせ、計46棟の竪穴住居跡が発見された。 これらは、城

生野地区の台地今域にわたって分布 しているとみられ、今後の調査によって、その数はさらに増

大するとみられる。政庁跡が未発見の現在、この遺構の城内での具体的な役割・ 存続期間につい

てはまだ明確にし得ないが、 ここではひとまずこれらを集成 し、今後の備えとしておきたい。

〔平面規模について〕 本遺跡発見の住居跡の平面規模については、既に、一辺 6m前後の大形

のものと、一辺 4m前後の小形のものとに大別されるという指摘がなされている (宮多研 :1979.

3)。 そこで、今回検出されたも

のも合め、平面規模の知れる21棟

について集計 してみた (第30図 )。

これをみ ると、本遺跡の住居跡

は、一辺 2m前後のものから、一

辺 6.5m前 後の ものまで ある

ことがわか る。 しか し、 これ ら

はとくにある特定の大きさに偏る

といったような傾向性は認められ

ない。む しろ、多様な大きさのも

のがバラツいているとみることが

できよう。ただし、これが伊治城の

存続 した全期間を通 じての傾向な

のか、それとも同時存在 した住居

跡の間には、ある一定の規則性が

'あ ったのかは、今後の課題である。
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第30図 住居跡平面規模
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〔カマ ドについて 〕 カマ ドの構造は、住居外へ張 り出す細長い煙道部と、粘土積み上げ側壁に

よる燃焼部からなる。ただ し、まれにはS168の ように、煙道部がイきわめて短かい住居跡 も存在

する。燃焼部の支脚や側壁の補強には、土師器弩を用いることが多い。方向には、とくに規則性

は認められない (第 31図 )。

〔柱穴・ 周溝 〕 柱穴・周溝の有無と住居床面積との間には、きわめて明瞭な相関関係が認め ら

れる。第32図 に示 したように、床面積にして 5肩～10柄までの刑ヽ形の住居跡には両者がないが、

これよりやや大形の10材～15πの住居跡になると周溝のみが認められるようになる。そして、20

π以上の住居跡になると、柱穴・ 周溝の両者がそろう。 このうち、柱穴の有無については、上部

構造に関係すると思われる。

今後資料の蓄積をはかって検討 して行きたい。

×両者なし △周溝のみ ○両者あり

床面積陶 0～ 5 5 -10 10-15 20-25 25～ 30 30～ 35 35-40 40-45

柱穴。周清 × × × △△△ ○ ○○ ○ 〇〇

第32図 柱穴 。同溝の有無と床面積



なお、こういった傾向は、多賀城跡においても報告されている (宮多研 :1976.3)。

[床面に据えられた須恵器大甕について]4棟 で検出されたc(S104・ 12・ 13・ 31)。 これは

壁近 くの床面上に大甕を据え、さらにこれを粘土でかためて補強 したものである。

註 1)

白鳥良一氏は、本遺跡出土の土器をもとに「伊治城型組成の土器群」を提唱している (宮多研 :1979,3他 )。

これは、S104住居跡床面出上のセットを基準資料とするもので、ロクロ使用・ 不使用の上師器邦・甕が共存

することをその特徴としている。

白鳥氏は、この上器群について「一定の年代における土器使用のあり方を反映 している」として土器の一類

型とみなし、8世紀末頃の年代を与えた。しかし、これについては、その後、森貢喜、小井川和夫、小川淳一、

阿部正光の各氏によってそれぞれ疑間が表明されている。これを要約すれば、ロクロ土師器の出現には、多分

に政治的な背景が関与 していると考えられるから、遺:跡の性格やそのおかれた地域の差によって、その導入の

時期や内容には微妙な違いがあるのではないかというものである。

この現象は、本年度の調査でも確かに認められ (S161・ S168)、 その年代観については大筋では変更が

ないと思われる。しかし、これを上器の一類型とみなす評価については、さらに詳細な吟味が必要であろう。

これは単に土器の問題にとどまらず、遺跡の評価、さらにはこの地域における当時の社会状況の評価にもつな

がると思われるので、今後、慎重に検討して行 くことにしたい。
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第 1次調査区全景

S158住居跡

カマ ド土器出土状況

(S158)



S160住居跡

S168住居跡

S169住居跡
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S158住居跡出土遺物

1 第 8図 1 第  8 図  2

2 第  7 図  2 第 7図 3

3 第  7 図  8 8 第  8 図  3

4 第  7 図  7 9 第 7図 1

5 第  7 図  4

第33図
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第34図 S158・ 59・ 62・ 68住居跡出土遺物
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